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本日のアジェンダ

• 『リスナー』歴史アーカイブ 1929-1991年について

• 収録記事の例

• 《参考》 BBC『ラジオ・タイムズ』アーカイブについて

• デモンストレーション

• 研究トピック・関連資料のご案内
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• ラジオ放送番組のテキストを永続的に保存することを目的として発刊され、

イギリス論壇に大きな足跡を残したBBC発行の週刊誌『リスナー』を1929

年の創刊から1991年の終刊まで収録する歴史アーカイブ

• 政治、経済、文学、芸術、社会、科学技術、大衆文化、宗教、旅行、料理、

ガーデニングまで広範なテーマを扱い、放送と活字の両メディアを通じて

20世紀イギリス世論・文化に影響を与えたユニークな雑誌

• 放送初期の番組を記録したテープは再利用されることが多かったため、

BBC初期のラジオ番組の内容を知るうえで『リスナー』はきわめて貴重

• 文芸誌、書評誌としても重要で、『リスナー』初出の文芸作品も多い

• 号数3,197、記事数約22万、ページ数約13万

概 要
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寄稿者（出演者）の例
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【作家】

• ヴァージニア・ウルフ

• マーティン・エイミス

• ジョージ・オーウェル

• Ｗ・Ｈ・オーデン

• アーサー・Ｃ・クラーク

• ジョージ・バーナード・ショー

• ドロシー・セイヤーズ

• キャロル・アン・ダフィー

• Ｇ・Ｋ・チェスタトン

• ディラン・トマス

• Ａ・Ｓ・バイアット

• オルダス・ハクスリー

• アンソニー・バージェス

• テッド・ヒューズ

• メイヴ・ビンチー

• Ｅ・Ｍ・フォースター

• シルヴィア・プラス

• マルコム・ブラッドリー

• アイリス・マードック

• フィリップ・ラーキン

• サルマン・ラシュディ―

• ウィンダム・ルイス

• キャスリーン・レイン

【文芸批評家・演劇批評家】

• テリー・イーグルトン

• レベッカ・ウェスト

• フランク・カーモード

• ジョージ・スタイナー

• ケネス・タイナン

• ピーター・ブルック

【美術批評家】

• ケネス・クラーク

• エルンスト・ゴンブリッチ

• アンソニー・ブラント

【作曲家・音楽批評家】

• ダインリー・ハッシー

• トーマス・ビーチャム

• ピエール・ブーレーズ

• フィリップ・ホープ・ウォーレス

【哲学者・社会批評家】

• ハンナ・アレント

• ノーム・チョムスキー

• アイザイア・バーリン

• ダニエル・ベル

• バートランド・ラッセル

• メアリー・ワーノック

【演出家・俳優】

• ノエル・カワード

• ジョン・ギールグッド

• スティーヴン・フライ

• スパイク・ミリガン

【政治家・外交官】

• クレメント・アトリー

• マーガレット・ウィントリガム

• エドウィナ・カリー

• ヘンリー・キッシンジャー

• バーバラ・キャッスル

• ウィンストン・チャーチル

• シャルル・ド・ゴール

• マイケル・フット

• ビーヴァーブルック卿

• ラムゼイ・マクドナルド

• オズワルド・モズレー

• デイヴィッド・ロイド＝ジョージ

【歴史家】

• Ｅ・Ｈ・カー

• エイザ・ブリッグズ

• エリック・ホブズボーム

• マリーナ・ワーナー

【社会学者・経済学者】

• ビアトリス・ウェッブ

• ジョン・メイナード・ケインズ

• アーネスト・ゲルナー

• ウィル・ハットン

• ウィリアム・ビヴァレッジ

• ルース・ベネディクト

【科学者】

• デヴィッド・アッテンボロー

• アレックス・コンフォート

• リチャード・ドーキンス

• ジュリアン・ハクスリー

• フレッド・ホイル

ほか、多数
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Ａ・ブリッグズ： 創刊時の既存メディアへの配慮について（50周年記念号）

71979年1月18日号（創刊50周年）

（創刊に先立ち、既存新聞・雑誌メディアからの猛反発をうけて）

放送とは無関係の独自寄稿は10%未満とし、経費を埋めるのに

必要最低限の広告以外は受けないことで合意した
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ラジオによる文化・思考の画一化を憂慮する声への反論（1929）
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社説「ディスカッション・グループ」1929年1月23日号

ラジオ放送が共同体の思考や習慣を機械化する傾向

にあるかもしれない、との憂慮を時に耳にすることがあ

る。（…）文化全般が画一化する危険があるのか、分か

るまでにはまだ長い年月が必要であろう。（…）

（その危険は）しかし、現代社会において非常に必要と

される能力、すなわち他者の受け入れがたい主張で

あっても耳を貸し、議論や冷静な分析にかける能力を

活性化させることで乗り越えることができる。
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Ｈ・ニコルソンによる生放送中のラジオとの〈決別宣言〉とその反響（1931）
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Ｈ・ニコルソン「私とマイクロホン」 1931年4月29日号

Ｈ・ニコルソン

（書評を例にとると）新聞の書評家は自紙の読者につい

てある程度把握している。（…）しかしラジオ視聴者の好

みや先入観は予測不能である（…）書評家は普通の分

別ある人々が嫌がるような作品や、そうした危険はない

ものの刺激に欠けるような作品は避けるようになる。

日号

（なぜ番組を降りるのか説明することは）ラジオのレギュ

ラー出演者が真に正直でいられるのか、という問題を提

起し、またそれに答えることになる。私の答えはこうであ

る：どれだけ正直であろうと努力したところで、最後はほ

ら吹きになるしかないのだ。

Ｍ・サドラー「放送における正直さ」 1931年5月13日号
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Ｊ・Ｍ・ケインズ「関税の是非」（1932）
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Ｊ・Ｍ・ケインズ「関税の功罪」1932年11月30日号

Ｊ・Ｍ・ケインズ

（編注）ケインズ氏による自由貿易と保護貿易

の是非をめぐる解説につづき、来週には下院

議員ヘンリー・ペイジ＝クロフト卿、同Ｃ・Ｒ・アト

リー少佐による関税についての議論を予定して

おります。
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Ｈ・ペイジ＝クロフト／Ｃ・Ｒ・アトリー「関税と自由貿易」1932年12月14日号
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Ｗ・チャーチル「戦争の原因」（1934）
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Ｗ・チャーチル「戦争の原因」1934年11月21日号

Ｗ・チャーチル
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本人による“死亡記事”（Auto-Obituary）シリーズ（1936）
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Ｅ・シットウェル「亡きシットウェル女史」1936年7月29日号 Ｂ・ラッセル「今は亡き時代の最後の生存者」1936年8月12日号

Ｂ・ラッセルＥ・シットウェル
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太平洋戦争中の様々な日本論／日本人論（1942～1944）

Ｒ・ニコルズ「キモノと山高
帽」 1942年1月8日号

Ｅ・Ｍ・ガル「日本人の
ビジネス」 1942年4月
15日号

Ｔ・ライエル「日本人の二面性」
1944年1月27日号

Ｗ・Ａ・シンクレア「日本の主張」
1942年4月30日号

（元・日本の大学教授）「歪形としての
教育」 1943年6月10日号

Ｗ・エンプソン
「いわゆる日本
人」 1942年3月
5日号
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第三者によるBBC番組評シリーズ「Critic on the Hearth」（1938～1964）
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1938年3月23日号 1962年12月6日号
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• 『リスナー』記事の元の放送日等を調べるには、BBCが公開している姉妹紙『ラジオ・タイムズ』のアーカイブが便利です

• BBC『ラジオ・タイムズ』アーカイブ https://genome.ch.bbc.co.uk/issues

＊記事タイトルは出版時に後からつけられることが多いため、出演者名と日付で検索することをおすすめします

《参考》 BBC『ラジオ・タイムズ』アーカイブについて

【注意】

BBC『ラジオ・タイムズ』アーカイブは、英BBC社か

管理・運営しているもので、Galeとは無関係です。

『ラジオ・タイムズ』アーカイブについてのご質問・

お問い合わせは受けかねます。
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デモンストレーション
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• 20世紀イギリス史全般

• 20世紀英文学

• BBCとイギリス文化・世論

• 黎明期のラジオ放送

• ラジオ・テレビと活字文化

• 知識人と大衆文化

• 戦間期・第二次大戦期のイギリス

• ジャーナリズム史

研究トピックの例 関連するGALE商品



先生方へのユーザー・インタビュー集もぜひご覧ください！

インタビュー集： www.gale.com/jp/interviews
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佐藤泰人先生
（東洋大学）

『リスナー』が『スペクテイター』、
『ニュー・ステーツマン』と並び、20世
紀の知の一角を占めていたというこ
とはもっと強調されてよいと思いま
す。

加藤洋介先生
（西南学院大学）

私が『リスナー』に興味をもつところ
は、BBCのラジオ番組への反響が
載る読者投稿欄です。『リスナー』の
読者投稿欄はBBCの聴取者の動向
を知る上で非常に役に立つ資料で
す。

石和田昌利先生
（東洋大学）

リスナー誌と同様にBBCから創刊さ

れたラジオ・タイムズが大衆化して

いったのに対して、リスナー誌は

BBCという母体をバックに知的オー

ディエンスを読者層とする高級誌と

してのポジションを維持しました。

佐藤元状先生
（慶應義塾大学）

キーワード検索を活用するだけで、

いろいろなアイディアが浮かんでき

ます。（…）たとえば「ミドルブラウ

（middlebrow）」という言葉を誰が、

どのように使用したのか知りたい

場合、検索をかけるとすぐに分か

ります。また、関連するキーワード

を使って検索することによって、時

代の姿、輪郭が見えてきます。
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ご清聴ありがとうございました。

無料トライアルのお申込み・お問い合わせは下記まで

GaleJapan@cengage.com

www.gale.com/jp

x.com/gale_japanx.com/
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